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盈貰縫舵の牽臭
鞘菜には沢山'の種類や品種があって､その施肥法を一

括して述べることはむずかしい｡そ こで もっとも共通的

な要点につV,て述べてみたvlo

1.読 葉 の 養 分 吸 収 力

疏菜は他の件物に くらべて一般に欣弱なものが多 く､

細根は多V,が根は深 く伸びず､地表近 く浅 く張るので､

一般に肥料の吸収力は弱小といわれてVlますが､一方､

松木玉楼氏の試験結果によると､疏菜の養分吸収力は麦

よりも強 く､水稲とは殆んど大差がなvlとV,われていま

す｡∨､ずれにしても､疏菜類は一般に米麦に くらべて肥

料を多用しなければならないとV,われます｡

次に､疏実額ではどの要素欠乏が もっとも収畳をおと

す原因になるかと申しますとー窒素欠乏による減収がも

っとも著しく､ これに次V,で加里に欠乏したときであっ

て､憐蛮欠乏の影響がもっとも少なV,ようであります｡

埼玉県で ニンジンについて試験した結果は次のとお りで

ある｡

≡表1 =ンジンに対する三要素書式験 (小柴氏)

窒素はどこの土地で も一応必要であるが､燐酸と加里

とは､土じょうによって必要量に差があることがわかる

一般に洪積層や第三紀層では､燐酸の肥効が大き く､

加里の肥効が少なV,もので花こう岩系の土じょうや沖積

(2)

層の土じょうでは､ この反対に燐酸の肥効が少な く加盟

の肥効が大きvlo

2.疏 菓 類 の 施 肥 量

i琉菜類にどれ くらV'tの肥料が必賓であるかは､その土

地に対する て質素適盛試験から算とHする方法がもっとも

科学的な方法であるが琉球ではまだ T･分な試験成績がな

いようである｡幸V,にして疏菜に対する施肥基礎が設定

されてV,るのでそれを参考にして各地の土じょうに適合

する施肥圭己を定めるとよい.

表2 疏粟二項の施肥壬及び回数

(農 業iyB審 第 29号 よ り作製 )

種 類 反当施肥虫(メ) 回数 配合肥ifl(の場合

堆肥 硫安.過石塩DpJ9_

結球白菜 600- l37.5 30 12 4. 〃 2号.8袋

ちLや_49925 20 8 3 I, 2号 5袋

∃三 恐 600㌃ 130｣L 4 /y 3弓.8袋

ト マ ト60037 37 13 5 '7 1弓-8袋

茄 子 60030 25 10 5 // 1号 6.5袋

西 瓜 60030 25 7.8 4 // 1弓.6,5袋

南 瓜 60025 19 8 4 '' 1弓.5袋

薫 育 40010 15 6 2 〃 1号 3袋

卑ー鈴 l搾大 根 4002517 10 3 '' 3号 5.5袋40030_20 9 4 I/ 3g.6袋

ご ぼ う 50030115_ 16 4 〃 3号 6袋

備考 1. 配合肥料の場合の稚児使耶 'l(及び回数は

単肥施用の場合に准ずる｡

2. 施肥回数は元把を含む｡



3.施 肥 回 数

独和や魚肥のように比薮的ゆるやかに分解するものは

一皮にやっても肥料の過不足を起こしにくV,ものである

が､硫安,下肥その他の速効性肥料はやった当時はもっ

とも肥効が高く､生育途中で次第に肥切れとなって養分

の過不足を起しやすい.従って所業類の枠組肥料の種類

或るVlは土じょうの性質に応じて数回に卦施する必要が

ある｡宮城県虚試で-クサクサイの養分吸収状態を調べ

た結果によると節 】_図の通りであります｡
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第 1回 ハクサイの時期別兼分【吸収宜 (宮 城 垂試 )

この図から見ると-クサイでは､植付けてから約l_か

月R化の時期から2か月日位の間に急に養分を吸収する

ものであることがわかる｡従 ってその時期に肥切れをさ

せぬように速効性の肥料であれば3-5回に卦施するの

がよV,｡疏菜の品質は肥切れや肥えすぎになることと､

三雫素の不つりあvlが､もっとも影響するものであり､

また病苫虫の発生原因ともなるものである.

疏菜は短期間に生長をとけるものであるから､肥料は

速やかに吸収される状態にしておくことと､速効性肥料

を使用するのが常識となってV,る｡稚JJ巴は三要素の効果

だけでなく有機質の祐給と最近市費祝されてきた徴先安

(3)

素の給源として非常に効果が大きV,｡琉球では各種の蘇

葉に反当500貫から600貫程度はぜ仏施してV,ただきたvl

と思うo堆肥 を施すにはよく慣熟した ものを早目に施

し､植付けと同時によく吸収されて､肥効が現れるよ

うにしてこおくt_とが大切であるOふつう､疏菜の施肥塵

は全品の約半分を元肥とし､残りの半量は分けて3-4

回に追肥する｡その場合､窒素と加里は土中で流亡する

のが早V,ので元肥としては約3分のl程度とし残りは数回

に分けて追肥するのがよく､燐酸は土中の坑亡が少ない

から元把として仝盈施用してもさしつかえなV,0

疏菜は一張粧施肥最が多いものであるから､これを購

入肥料だけでやるとなると生産費が高くなるばかりでな

く､地力も減退するから､なるべ く自給肥料を使うよう

にした方がよvloつまり堆肥､T肥 (但し､できる限り

集菜軌乙はさけるようにする)鶏糞､木灰などをつとめ

てやり､また石灰窒素を使 って土地の消遠と酸性の調節

をはかるように心♯トけるべきである.

以上､疏薬類の施肥に関連ある事柄について述べて来

たが､もっとも有効､適切な施肥を行うには､更に多く

の知識と技術を会得しなければならない｡即ち､施肥の

要点は､疏菜の締.澱やその特性､土壌範作などをよく考

え合せて肥料の種類､回数､施肥時期等を定め効果的に

肥料を施すことが人切なことであるo

(比 轟 †巨 苦 )


